
子どもたちの“自分で考える”を育てる 

SHINJUKU�
FOOT BALL�

PARK�

2018.8.22 Wed  KICK OFF �
主催：新宿区サッカー協会 企画・渉外部 
主管：一般社団法人地域スポーツ推進クラブCriacao 



子どもたちの可能性を信じているから 
日本の詰め込み型の教育の特性上、また近年習い事などの増加などを受け、 

子ともたちは「教えてもらう」機会は圧倒的に増えています 
ただ、型や方法を学ぶ一方で、 

社会に出てから求められる 自分で「考える」ことが 
昨今の教育では希薄化しています 

 
子どもたちの無限の可能性を信じ、 

もっと自分で「考える」ことを主体的に学んで欲しい 
フットボールパークではサッカーを通じて 

子どもたちが自ら考える機会を提供し、成長を促していく場所をつくります 
 

ーフットボールパークで得られることー 

与えられたメニューを 
行うのではなく、 
課題を克服するために 
何をすべきか 
自分で考える力 

小学1年生～ 
中学3年生まで 

年齢もサッカーの実力も 
異なる子供がみんなで 
学びを深める 

「自分の課題」や 
「仲間の良いところ」等 
考えてアウトプット 
する機会を増やす 

課題克服力 関係構築力 伝える力 

新宿区サッカー協会理事   卓間 昭憲 
Mail：akinori.takuma@criacao.co.jp 

日時：8月22日(水)　17:30～19:30 
　　　  ※17:30に開始できるように準備お願いいたします 
　　　　※申込締切は8月15日(水)です。お早めにお申し込み下さい 
場所：落合中央公園野球場  
　　　　/ 〒161-0034東京都新宿区上落合1丁目2 
対象：小学1年生～中学3年生　※先着60人まで 
費用：500円 
　　　  ※封筒に入れて氏名を記入の上ご持参ください。 
　　　　   こちらを持って主管側で保険加入手続きをいたします。 
　　　　   忘れた場合は参加ができませんのでご了承ください。 
申込：右記QRコードまたは、https://goo.gl/Sb9opx 
　　　からお申し込みください 

お申込み・当日のご参加について 

申し込みサイトは 
こちら 

お問い合わせ 

当協会では、2020東京オリンピック・パラリンピックが迫る中、 
未来に羽ばたく宝である子供達の育成を最優先事項として力をいれております。 
小学生・中学生向けのフットボールパークを通じて、 
子供達が与えられたメニューをただこなすのではなく、 
自ら学ぶ力を身につけ、また違う年齢の子供達と一緒にボールを蹴ることで、 
人として他者を思いやる気持ちを身につけてもらいたいと考えています。 
この新しい取り組みを通じて、新宿区からスポーツ界のみならず 
社会で活躍する人財を育成してまいります。 

MESSAGE | メッセージ 

新宿区サッカー協会会長 
神田 隆弘氏 

規約・注意事項： 
※申込フォーム内の詳細を必ずご一読・ご同意の上お申し込み下さい 
※最終ページのチャレンジシートを記入してお持ち下さい 
※行き帰りの道中及び送迎に関する事故等の責任は負い兼ねます。 
　十分にお気をつけてお越し下さい 
※ボールに限りがございますのでご持参ください 
※すでに所属チームがある方は、 
　自チームの責任者に了承の上ご参加下さい　 
※怪我があった場合は応急処置を実施します。 
※子供たちが自主的に練習する主旨のため、 
　保護者様によるピッチ内への干渉はご遠慮願います。 
※中止の場合は以下サイトに掲載致しますのでご確認下さい 
http://www.shinjukukufa.com/ 



フットボールパーク詳細 

 

対象 

新宿区及びその近隣の区の小学 1 年生～中学 3 年生 

 

日程・場所 

不定期で月 2 回程度/新宿区サッカー協会指定のグラウンド 

※9 月は 9 月 12 日と 9 月 19 日となります。別途チラシにてお知らせ致します。 

 

時間 

17 時 30 分～19 時 30 分 

 

プログラム 

17 時 30 分～18 時 30 分 自主練習(自分たちで課題やメニューを考える) 

18 時 30 分～19 時 30 分 ゲーム形式(参加者年齢に関わらず混ぜて実施) 

 

費用 

参加者 1 人当たり 1 回につき 500 円 

 

※グラウンド＆プログラム図(落合中央公園の場合の例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体統括 

コーチ 

コーチ 

至下落合駅 

至
大
久
保
駅 

・練習時間内は基本的に自主練習、マーカー・コーンなど自由に使用可 

・練習中もコーチに質問などして構わない。 

練習 

17 時 30 分～ 

 

ゲーム形式 

18 時 30 分～ 

落合中央公園 

管理室 



スタッフ 

新宿区サッカー協会から委託を受けた、新宿区代表サッカークラブであり、東京都社会人 1 部リーグ所属の

Criacao Shinjuku のスタッフ・選手が運営を行います。以下 5 名を中心に毎回 2～3 名が現場で指導します。 

 

全体統括 

卓間 昭憲 

(たくま あきのり) 

※緊急連絡先 07033502577 

 

 

 

 

コーチ 

成山 一郎  

(なりやま いちろう) 

 

JFA 公認指導者ライセンス A 級 

コーチジェネラル取得者 

 

 

石川 大貴 

(いしかわ だいき) 

 

元 U-15～U-16 日本代表 

 

 

 

岡本 達也 

(おかもと たつや) 

 

元 U-17～U-19 日本代表 

 

 

 

藤林 拓哉 

(ふじばやし たくや) 

 

元滋賀国体主将・関西選抜 

 

 

※不定期で特別ゲストによる指導有 

伊藤友広(アテネオリンピック 4×400m 代表)、森岡隆三(2002 年日韓 W 日本代表)、 

斎藤祐也(元ラグビー日本代表)、北原亘(元フットサル日本代表キャプテン) 

<経歴> 

2011 年～ 東京大学ア式蹴球部(サッカー部) 

2015 年～ 伊藤忠商事株式会社 

2017 年～  一般社団法人地域スポーツ推進クラブ 

Criacao 

<経歴> 

2005 年～ サンフレッチェびんご Jr ユース監督 

2007 年～ 関西学院大学サッカー部 コーチ 

2010 年～ 関西学院大学サッカー部 監督 

      (2 度の大学日本一獲得) 

2017 年～ 愛媛 FC(J2) コーチ 

2018 年～ Criacao Shinjuku 監督 

2011 年～ 名古屋グランパスユース 

2014 年～ 早稲田大学ア式蹴球部(サッカー部) 

      (関東大学サッカーリーグ) 

2018 年～ Criacao Shinjuku(東京都 1 部) 

<経歴> 

2005 年～ ジュビロ磐田(J1) 

2007 年～ 順天堂大学サッカー部 

      (関東大学サッカーリーグ) 

2011 年～ 水戸ホーリーホック(J2) 

2013 年～ ガイナーレ鳥取(J3) 

2015 年～ Criacao Shinjuku(東京都 1 部) 

2014 年～ 早稲田大学強豪サッカーサークル 



怪我・災害等発生した場合 

⑴怪我等発生→状況確認・即保護者様へ連絡（①or②へ） 

①軽度→経過観察・応急処置（AorB へ） 

A)治療が必要な場合→病院へ ※怪我の程度、スタッフの人数等、状況に応じて保護者様に病院への搬送をお願いする場合が御座います。 

B)治療が不要な場合→経過観察 

※原則、怪我発生後は練習から離脱し見学。 

②重度→応急処置・救急車 

A）救急車へのスタッフ同乗 

→スタッフより病院側へ怪我発生状況の説明、病院側より怪我状況の詳細聴取。 

→スタッフより随時、保護者様へ連絡。保護者様へお子様をお預けする迄、スタッフが責任を持って対応致します。 

→その後の対応相談。 

・スタッフ一同、選手に怪我が起きないよう最大限注意致します。しかしながら、サッカーというスポーツの特性上、怪我発生をゼロにする事は出

来ない為、怪我が発生した際の判断基準、対応手順をきちんと整備する事でリスクを最大限に減らして参ります。 

(1)怪我発生時、怪我の程度判断基準について 

※想定する怪我種類を捻挫、骨折、打撲に限定致します。 

①軽度 

捻挫：捻挫したと思われるものの、腫れ等が確認出来ず歩行に支障がない。 

骨折：動作、形状に問題ない。※この場合、グラウンドで判明が困難な場合があります。 

打撲：衝突による痣は出来たものの、特段動作に支障がない。 

②重度 

捻挫：腫れが酷く、歩行に支障が生じる。 

骨折：正常動作が出来ず、該当部位に変形が見受けられる。 

打撲：衝突によるダメージが大きく、通常動作に支障をきたす。明らかに頭部への強い衝撃が認められた場合。 

(2)応急処置は基本的な RICE 処置によって対応致します。 

①Rest（安静）・・・スポーツ活動の停止 ②Ice（アイシング）・・・患部の冷却 ③Compression（圧迫）・・・患部の圧迫 

④Elevation（挙上）・・・患部の挙上 ※挙上とは心臓より高い位置に患部をもってくる事で腫れや炎症をコントロールします。 

(1)活動中に災害が起きた場合 

A）電話が使用できる状況 

→電話にて各保護者様全員へ待機場所、安否の連絡を致します。 

B）電話が使用出来ないが、その他通信手段が使用できる状況 

→申込フォーム記載のメールアドレス、サイトにて各保護者様全員へ待機場所、安否の連絡を致します。 

C）電話、その他通信手段が全て使用できない状況 

→活動場所に危険が無い場合、活動場所にてスタッフ・選手一同待機し、保護者様との連絡が付くまでスタッフが責任を持って選手を保護致し

ます。 

(2)活動場所へ向かう途中・活動場所から帰宅途中に災害が起きた場合 

A）電話が使用できる状況 

→電話にて各保護者様全員へ選手が活動場所にいるか否かの連絡を致します。 

B）電話が使用出来ないが、その他通信手段が使用できる状況 

→申込フォーム記載のメールアドレス、サイトにて各保護者様全員へ選手が活動場所にいるか否かの連絡を致します。 

C）電話、その他通信手段が全て使用できない状況 

→活動場所に危険が無い場合、活動場所にいるスタッフ・選手一同で待機し、保護者様との連絡が付くまでスタッフが責任を持って選手を保護

致します。 



チャレンジシート 

下の項目を書いてみて下さい。当日持ってきてください！ 

 

●自分が伸ばしたいことを書いてみてください！ 

 

 

 

 

 

 

●どうしてそう思ったか書いてみてください！ 

 

 

 

 

 

 

●伸ばすためにどんな練習が必要だと思うか書いてみてください！ 

 

 

 

 

 

 

●練習メニューをかいてみてください！ 

 

 

 

 

 

 

●本日やってみた感想 

 

 

 

 

 

 

コーチチェック 

 


